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今回は今年はドイツからの受け入れ年ということで現地学生の理解を深めるべくドイツの学校制度

についてまとめました！読んでいただけると幸いです！ 
 
Ⅰ.ドイツと日本の学校制度の違いについて 

日本では小学校、中学校、高校と分けて呼びますが、ドイツでは中学1年生を7年生、高校1年生

を10年生と1から順に数えていきます。 

 
Ⅱ.Grundschule（ドイツでの小学校） 

ドイツのほとんどの小学校は4年生までです。 

小学4年生時点で成績順に先生から進路を推薦されるため、日本

よりも早い時期に将来を決めなくてはなりません。進路としては主に

基幹学校、実科学校、ギムナジウムの3つに分けられます。ちなみ

にギムナジウムという日本で言う中高一貫教育に進むにはドイツ

語、算数の成績が平均して2.0〜2.5以上なくてはならないと言われ

ています。ドイツでは日本と成績の良い番号が異なり、1が最も良い成績、6が最も悪い成績となる

ので注意が必要です！ 

 
Ⅲ.Mittelschule（基幹学校） 

卒業後に働きながら職業訓練を受ける生徒が主に通う5年制の学校です。 

日本とは異なり必ず大学に入れる訳ではなく、基幹学校に通う生徒の多くが卒業後に職業学校

や専門職に就きます。 

 

Ⅳ.Realschule（実科学校） 

一般的な事務職や中級の公務員、技術系などを目指す生徒向けの6年制の学校です。 

日本の小学校5年生から高校1年生にあたる生徒が通います。卒業後には、職業訓練を行ったり、

Fachabiturという一般的な総合大学入学資格よりも進学先が限定されている資格を取得して大学

に進学したりします。 

 
Ⅴ.Gymnasium（ギムナジウム） 

先ほどの説明にもあった通り、日本の中間一貫教育にあたり、高校卒業と

同じ立ち位置にあるものです。ここでは大学進学が主な目的とされます。

Abitur(アビトゥーア)という大学進学のための資格(=高校卒業試験)を取得

することが可能で、これを取得すると、大学受験をする必要がなくなりま

す。ただ、持っているからと言ってどんな大学にでも行けるわけではありま

せん。ギムナジウムに通っていた11、12、13年生の成績とアビトゥーアの

試験の点数による総合成績の範囲内で大学入を選ぶことができます。ドイツで最も難易度が高い



とされているのが医学部と法学部です。これらの学部に入りたい場合はアビトゥーアで満点に近い

点数を取らなければなりません。 

  

一方で、州によってAbiturの点数のつけ方や平均点、成績のつけ方が異なり、　 

大学によって求められている点数も違うので、多くの大学希望者は 

自分が暮らしている州だけでなく、別の州の大学を受験するケースもあるようです。 

  

  

VI総合学校（Gesamtschule） 
　小学校5年生から13年生（高校4年生）までの一貫性のある学校で就職する 

ためにRealschule、大学進学ならAbiturと二種の資格の双方を得ることができ、 

進路が定まらない子どもたちが選択する学校です。 

  

VII　Forderschul 
上記の学校とは異なる身体障がい、学習障がい等の子供が 

入学できる特別支援学校                                    ​  

  

 

ドイツの学校制度のまとめ 
右図の通り、ドイツの子供たちはまず小学校（4年間） 

で学び、その後、大学進学を望む人はギムナジウム、 

進路が定まらない人等への総合学校、専門職へ向けた 

基幹学校等々、10歳という早い時期から進路選択を 

始めるドイツでは多くの進路選択の方法があるようです 

  

  

  

  

学校卒業後の教育制度 
VIII 職業訓練（Aubildung ） 
大学とは異なり実際の仕事の実践に特化した教育ドイツ独自の教育課程です 

IX 大学 

専門大学と総合大学の二種類があります。 

専門大学では医者や弁護士といった幅広い知識が必要な職業、総合大学ではより実習的な授業

で、 

建築士やエンジニアなどの職業に就きたい方が通うようです。 

  

  

参考　https://vollmond.online/alltag/schulsystem 

 

 


